
すてきな少女にお会いして！ 

                    ２９期 竹本治男（大鶴） 

 

サラリーマンを早期退職して書道教室を始めて 20 年余りになります。 

「先生！私（さくら）はモデルさん（女優さん）になりたいです。」 

私はドキッとしました。将来の夢を聞いた時、たいていの子

供達は「わからん！」などあいまいな回答です。 

さくらちゃんは、1 年半前、お母さんと一緒に自宅の教室に

来ました。小学 4年生になったばかりのかわいい少女でしたが

口数も少なく下を向いて寂しい子やなぁとの第一印象。お母さ

んは保険の外交員をされておられ、心配されていました。話を

聞くと自宅で朝起きてこないお父さんを起こしにいかせると

亡くなっておられ、第一発見が「さくらちゃん」とのこと。相

当のショックであったと推測します。 

筆で文字を書いたり鉛筆で書いたり…「うまいなぁ！」とか「この調子やで…」と

ほめ続けました。だんだんと好きな食べ物や学校の話をしてくれるようになり、元気

も出てきました。 

「さくらちゃん！大人になったら何になりたいの？」と質問すると「先生！私（さ

くら）はモデルさん（女優さん）になりたいです！」 

とはっきりと言ってくれる明るい少女になっていました。 

ある日、お母さんから「いろいろあり、この 8月で習字辞めます。お世話になりま

した！」と挨拶。残念ではあったが明るくなりしっかりした目標を持っているさくら

ちゃんにエールを送りたく「夢」を色紙に書いてプレゼントしました。 

前途多難であろうが「さくらちゃん！自分の人生を開いてくださいね！！」と応援

したく原稿にしました。 

              ２０１9（令和元年 9月 29 日）記



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


